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関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
森
林･

林
業

再
生
プ
ラ
ン
の
実
現
と
平
成
25
年
４
月
か

ら
の
一
般
会
計
化
に
向
け
、
公
益
重
視
の

管
理
経
営
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、

我
が
国
の
森
林･

林
業
の
再
生
に
貢
献
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
24
年
度
に
お
い
て
は
、

森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
具
体
的
な
取

組
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
民
有

林
・
国
有
林
の
連
携
を
重
視
し
つ
つ
、
搬

出
間
伐
・
路
網
整
備
の
加
速
化
、
森
林
共

同
施
業
団
地
に
お
け
る
取
組
の
促
進
、

「
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
」
等
人
材
育
成
の
支

援
、
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
な
ど
に
率

先
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
被
災
林
地
等
の
早
期
復
旧
や
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放

射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
国
有
林
の
除
染

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
除
去
土
壌
等
の

仮
置
場
の
設
置
等
に
も
積
極
的
に
協
力
し

て
い
き
ま
す
。

民
有
林
・
国
有
林
が
連
携
し
た
取
組
の
推
進

森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
て
、
森
林

共
同
施
業
団
地
の
取
組
を
推
進
し
、
民
有

林
・
国
有
林
一
体
と
な
っ
た
路
網
整
備
や

間
伐
の
推
進
等
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
森
林
・
林
業
再
生
の
た
め
、
流

域
森
林
・
林
業
活
性
化
協
議
会
等
に
対
し

て
国
の
施
策
の
紹
介
、
民
有
林
・
国
有
林

連
携
に
よ
る
取
組
の
提
案
や
、
更
に
は
、

局
幹
部
と
都
県
森
林
・
林
業
関
係
者
と
の

意
見
交
換
を
行
う
「
民
国
連
携
意
見
交
換

会
」
を
開
催
す
る
な
ど
国
有
林
野
事
業
に

対
す
る
地
域
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
流
域
管
理
シ
ス
テ
ム
の
下
で
、

安
定
的
・
計
画
的
な
木
材
供
給
、
民
有
林
・

国
有
林
一
体
と
な
っ
た
森
林
施
業
、
林
業

事
業
体
の
育
成
等
の
取
組
を
着
実
に
推
進

し
ま
す
。

森
林
施
業
の
低
コ
ス
ト
化
と
木
材
の
安
定
供
給

民
有
林
と
連
携
し
、
路
網
の
作
設
技
術

の
普
及
・
定
着
を
図
り
つ
つ
、
そ
の
整
備

に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
路
網

と
列
状
間
伐
及
び
高
性
能
林
業
機
械
を
組

み
合
わ
せ
た
、
低
コ
ス
ト
で
高
効
率
な
作

業
シ
ス
テ
ム
の
普
及
・
定
着
を
更
に
促
進

し
ま
す
。
植
え
付
け
作
業
効
率
が
よ
い
コ

ン
テ
ナ
苗
を
用
い
た
低
コ
ス
ト
造
林
の
実

践
・
実
証
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
間
伐
材
等
の
安
定
供
給
と
利
用

拡
大
を
図
る
た
め
、
民
有
林
と
の
連
携
を

図
り
つ
つ
、
シ
ス
テ
ム
販
売
に
よ
る
大
口

需
要
者
へ
の
安
定
的
な
供
給
や
、
低
質
材

や
林
地
残
材
の
バ
イ
オ
マ
ス
原
料
、
石
炭

火
力
発
電
所
で
の
混
焼
利
用
な
ど
、
販
売

の
多
様
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

森
林
・
林
業
再
生
に
向
け
た
人
材
育
成

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
や
林
業
専
用
道
技
術

者
等
の
育
成
に
あ
た
っ
て
、
国
有
林
の
フ
ィ
ー

ル
ド
・
技
術
力
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、

国
有
林
職
員
か
ら
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
を
選

定
し
、
都
県
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
民

有
林
行
政
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
大
規
模
な
山
地
災
害
時
に
適
切

に
対
応
で
き
る
能
力
や
、
林
業
専
用
道
作

設
な
ど
民
有
林
へ
の
施
業
の
低
コ
ス
ト
高

効
率
作
業
シ
ス
テ
ム
の
普
及
等
に
お
い
て

指
導
的
役
割
を
果
た
す
能
力
を
有
す
る
専

門
技
術
者
の
育
成
に
努
め
る
な
ど
、
森
林

に
関
す
る
技
術
者
と
し
て
の
必
要
な
知
識

や
能
力
を
養
う
と
と
も
に
、
民
有
林
行
政

を
支
援
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、
民
有
林
の

制
度
等
に
関
す
る
知
識
の
習
得
が
図
ら
れ

る
よ
う
研
修
内
容
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

平成２４年４月１６日 関 東 森 林 管 理 局 第９７号（２）

『
平
成
24
年
度
関
東
森
林
管
理
局
の
業
務
運
営
に
つ
い
て
』

～
民
有
林
・
国
有
林
が
連
携
し
た
森
林
・
林
業
の
再
生
～

企

画

調

整

室

低コスト路網の作設の様子

専用運搬車による林地残材搬出

民国連携意見交換会の様子（茨城県）



生
物
多
様
性
の
保
全

原
生
的
な
森
林
生
態
系
や
貴
重
な
野
生

動
植
物
が
生
息
・
生
育
す
る
森
林
に
つ
い

て
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
通
じ
て
、

厳
格
な
保
全
・
管
理
を
行
う
保
護
林
や
野

生
生
物
の
移
動
経
路
と
な
る
緑
の
回
廊
の

適
切
な
保
全
・
管
理
等
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
野
生
鳥
獣
と
の
共
生
を
可
能
と

す
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
、
地

方
公
共
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
し
、
シ

カ
の
食
害
に
よ
る
植
生
荒
廃
が
発
生
し
て

い
る
富
士
山
、
伊
豆
地
域
等
に
お
い
て
個

体
数
管
理
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
林
業

と
生
物
多
様
性
保
全
の
両
立
を
図
る
オ
オ

タ
カ
モ
デ
ル
森
林
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等

の
取
組
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

平
成
23
年
６
月
に
世
界
自
然
遺
産
に
登

録
さ
れ
て
以
降
、
観
光
客
が
増
加
し
て
い

る
小
笠
原
諸
島
の
保
全
・
管
理
に
つ
い
て
、

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

を
核
と
し
て
、
巡
視
活
動
や
外
来
種
対
策

の
強
化
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

国
民
の
森
林
と
し
て
の
管
理
経
営

国
有
林
の
管
理
経
営
状
況
等
に
つ
い
て

国
民
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、
国

民
が
一
丸
と
な
っ
て
森
林
を
支
え
て
い
く

機
運
を
醸
成
し
よ
う
と
の
２
０
１
１
国
際

森
林
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
踏
ま
え
、
イ
ベ
ン

ト
や
各
種
の
媒
体
を
通
じ
た
Ｐ
Ｒ
活
動
等

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
情
報

発
信
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
「
世
界
遺
産
条
約
採
択

40
周
年
」
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
国
有

林
に
お
け
る
取
組
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に
努

め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
赤
谷
森
林
環
境

保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
や
高
尾
森
林
セ

ン
タ
ー
の
活
動
を
通
じ
た
国
民
へ
の
情
報
・

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
る
ほ
か
、
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
制
度
を
活
用
し
た
国
民
の
要
請

の
把
握
に
努
め
、
こ
れ
を
反
映
し
た
管
理

経
営
を
行
う
対
話
型
の
取
組
を
推
進
し
ま

す
。国

民
の
保
健
・
文
化
・
教
育
的
利
用
に

積
極
的
に
供
し
て
い
る
「
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
の
森
」
に
つ
い
て
は
、
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
多
様
な
主
体
の
参
加
を
得
て
「
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
の
森
」
の
整
備
・
管
理
を
進
め
る

た
め
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
募
集
、
新
た
な
管

理
運
営
協
議
会
の
設
立
等
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

国
有
林
野
の
維
持
及
び
保
存

本
年
１
月
に
世
界
遺
産
一
覧
表
へ
の
記

載
に
向
け
推
薦
書
を
提
出
し
た
「
富
士
山
」

に
お
け
る
景
観
の
保
全
に
も
配
慮
し
た
取

組
を
推
進
し
ま
す
。
更
に
、
推
薦
書
に
記

載
さ
れ
て
い
る
構
成
資
産
周
辺
等
の
景
観

保
全
対
策
を
促
進
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応

津
波
に
よ
り
被
災
し
た
海
岸
防
災
林
や

林
地
・
林
道
被
害
等
の
早
期
復
旧
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
復
興
に
必
要
な
木
材
の

安
定
供
給
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
復
興
に
必
要
な
用
地
に
係
る
地

方
公
共
団
体
等
か
ら
の
要
請
に
対
し
て
、

国
有
林
野
の
貸
付
け
や
売
払
を
行
う
な
ど

積
極
的
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
森
林
の
除

染
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
設
置
し
た
森
林

放
射
性
物
質
汚
染
対
策
セ
ン
タ
ー
を
核
と

し
て
、
関
係
市
町
村
等
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
国
有
林
の
森
林
除
染
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
除
去
土
壌
等
の
仮
置
場
や
除
染

技
術
の
実
証
・
研
究
開
発
等
に
係
る
国
有

林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
提
供
等
に
積
極
的
に
対

応
し
ま
す
。

（３）平成２４年４月１６日 関 東 森 林 管 理 局 第９７号

世界遺産への登録を目指す富士山

森林の除染（落葉等の堆積有機物の除去）

世界自然遺産に登録された小笠原諸島



赤
谷
の
森
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動

第
1
回
（
自
然
林
復
元
試
験
地
）

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
生
物
多
様
性

の
復
元
を
目
的
に
、
ス
ギ
な
ど
の
人
工
林

の
一
部
を
積
極
的
に
自
然
林
に
戻
す
試
験

を
行
っ
て
い
ま
す
。
植
栽
な
ど
の
方
法
に

頼
ら
ず
、
自
然
の
活
力
を
活
か
し
自
然
林

へ
と
誘
導
す
る
に
は
、
人
工
林
を
ど
の
よ

う
に
伐
採
す
る
の
が
効
率
的
な
の
か
、
い

く
つ
か
試
験
地
を
設
け
て
検
証
し
て
い
ま
す
。

１

こ
れ
ま
で
の
試
験
で
わ
か
っ
て
き
た
こ
と

こ
れ
ま
で
の
試
験
の
結
果
か
ら
は

(1)

１
回
の
間
伐
で
は
自
然
木
の
進
入

は
難
し
い
こ
と
。

(2)

20
㍍
幅
程
度
の
皆
伐
で
は
、
多
く

の
若
木
が
発
生
す
る
が
、
成
長
が
思

わ
し
く
な
い
こ
と
。

(3)

40
㍍
幅
程
度
の
皆
伐
で
は
、
若
木

の
数
は
少
な
い
が
、
成
長
が
良
い
こ

と
な
ど
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
既
存
の
人
工
林
２
０
０
箇
所

以
上
の
植
生
等
を
詳
細
に
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
自
然
林
へ
の
誘
導
の
し
や
す
さ

は
、
種
子
を
供
給
で
き
る
自
然
林
か
ら

の
距
離
と
、
人
工
林
に
な
る
前
の
土
地

の
利
用
状
況
（
自
然
林
、
人
工
林
又
は

採
草
地
）
が
強
く
作
用
す
る
こ
と
も
わ

か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

２

新
し
い
伐
採
試
験
地

こ
れ
ま
で
の
試
験
で
わ
か
っ
た
こ
と

を
元
に
、
平
成
23
年
に
大
規
模
な
新
し

い
伐
採
試
験
地
を
設
定
し
ま
し
た
。

（
イ
メ
ー
ジ
図
参
照
）

対
象
と
し
た
の
は
林
内
に
ほ
と
ん
ど

自
然
木
の
進
入
が
な
い
ス
ギ
人
工
林
、

さ
ら
に
こ
の
人
工
林
の
一
部
は
元
々
草

地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
植
栽
し
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
お
り
、
本
来
そ
こ
に
生
育

す
べ
き
種
類
の
植
物
が
少
な
く
、
自
然

林
へ
の
誘
導
が
最
も
難
し
い
と
予
想
さ

れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
３
種
類
の
試
験
地
を
設

定
し
ま
し
た
。

(1)

自
然
林
か
ら
の
距
離
と
種
子
供
給

と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

成
熟
し
た
自
然
林
に
隣
接
し
た
皆
伐

試
験
地
①
延
長
約
２
０
０
㍍
幅
約
20

㍍
及
び
②
同
延
長
で
幅
約
40
㍍
を
そ
れ

ぞ
れ
設
定

(2)

人
工
林
造
成
以
前
は
草
地
で
あ
っ
た

(1)
の
試
験
地
と
比
較
す
る
た
め
、
人
工

林
造
成
以
前
に
自
然
林
だ
っ
た
隣
接
箇

所
に
皆
伐
試
験
地
、
③
延
長
約
１
０
０

㍍
幅
約
20
㍍
を
2
箇
所
設
定

(3)

そ
の
他
に
自
然
林
か
ら
遠
い
場
所
に
、

僅
か
に
進
入
し
て
い
た
自
然
木
を
伐
採

せ
ず
残
し
た
場
合
と
全
て
伐
採
し
た
場

合
の
自
然
木
の
発
生
を
比
較
す
る
た
め

の
試
験
地
④
を
設
定

今
後
は
自
然
木
の
発
生
の
様
子
は
勿
論
、

鳥
や
動
物
、
昆
虫
の
利
用
状
況
の
変
化
等

様
々
な
角
度
か
ら
継
続
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
評
価
す
る
こ
と

に
よ
り
、
自
然
林
へ
の
誘
導
が
難
し
い
と

予
想
さ
れ
る
場
所
に
お
け
る
課
題
を
洗
い

出
し
、
他
の
場
所
で
も
活
用
で
き
る
よ
う

な
伐
採
の
方
法
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

赤
谷
の
森
自
然
散
策
の
実
施

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/kanto/akaya/blog201202.htm
l

２
月
19
日
（
日
）
群
馬
県
み
な
か
み
町

（
赤
谷
の
森
）
で
冬
の
森
林
・
冬
芽
と
動

物
の
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ン
の
観
察
会
を
行

い
ま
し
た
。

午
前
は
、
冬
芽
の
観
察
で
、
森
林
土
壌

や
植
物
の
専
門
家
で
あ
る
長
島
成
和
さ
ん

を
講
師
に
招
き
、
図
鑑
や
ル
ー
ペ
な
ど
を

使
い
、
冬
芽
の
特
徴
か
ら
樹
種
を
見
分
け

る
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

午
後
は
、
赤
谷
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用
し
て
動
物
の
足
跡

の
特
徴
を
説
明
し
た
後
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

を
履
い
て
雪
上
に
あ
る
動
物
の
足
跡
の
観

察
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ウ
サ
ギ
や

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
足
跡
が
点
々
と
続
い
て

お
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
興
味
深
く
観

察
し
な
が
ら
そ
の
足
跡
か
ら
動
物
の
生
活

に
想
像
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
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新しい伐採試験地イメージ図
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これは何の足跡かな？
キツネ？それともタヌキ？

①
②

③

④
④



４
月
９
日
（
月
）
各
森
林
管
理
署
等
へ

配
属
さ
れ
た
新
規
採
用
者
等
21
名
が
一
堂

に
会
し
、
新
規
採
用
研
修
の
開
講
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

研
修
を
終
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
所
属
先
で

職
業
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

先
輩
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

新
規
採
用
Ⅱ
種
（
写
真
前
列
右
か
ら
）

伊
豆
森
林
管
理
署

福
田

國
之

ふ

く

だ

く

に

ゆ

き

（
平
成
23
年
10
月
採
用
）

福
島
森
林
管
理
署
白
河
支
署

中
西

智
也

な

か

に

し

と

も

や

会
津
森
林
管
理
署
南
会
津
支
署

筒
井

建
伍

つ

つ

い

け

ん

ご

茨
城
森
林
管
理
署

彦
田

祥
子

ひ

こ

だ

し

ょ

う

こ

日
光
森
林
管
理
署

江
口

和
成

え

ぐ

ち

か

ず

な

り

中
越
森
林
管
理
署

井
上

祥
吾

い

の

う

え

し

ょ

う

ご

静
岡
森
林
管
理
署

瀬
川

元
気

せ

が

わ

げ

ん

き

任
期
付
職
員

森
林
放
射
性
物
質
汚
染
対
策
セ
ン
タ
ー

福
島
森
林
管
理
署

谷

秀
司

た

に

ひ

で

し

福
島
森
林
管
理
署

志
鎌

純
一

し

か

ま

じ
ゅ
ん
い
ち

福
島
森
林
管
理
署

長
尾

美
穂

な

が

お

み

ほ

磐
城
森
林
管
理
署

矢
口

慎

や

ぐ

ち

ま
こ
と

関
東
森
林
管
理
局

神
﨑

隆
洋

か

ん

ざ

き

た

か

ひ

ろ

新
規
採
用
Ⅲ
種
（
写
後
列
右
か
ら
）

福
島
森
林
管
理
署

小
澤

一
貴

お

ざ

わ

か

ず

き

会
津
森
林
管
理
署

江
頭

滉
一

え

が

し

ら

こ

う

い

ち

棚
倉
森
林
管
理
署

平
生

貴
成

ひ

ら

ば

え

た

か

な

り

茨
城
森
林
管
理
署

入
江

航
也

い

り

え

こ

う

や

群
馬
森
林
管
理
署

髙
倉

大
斗

た

か

く

ら

ひ

ろ

と

吾
妻
森
林
管
理
署

山
口

悟

や

ま

ぐ

ち

さ
と
し

下
越
森
林
管
理
署
村
上
支
署

増
永

隼
也

ま

す

な

が

じ

ゅ

ん

や

天
竜
森
林
管
理
署

杉
山

寛
直

す

ぎ

や

ま

ひ

ろ

な

お

伊
豆
森
林
管
理
署

久
保
田

燎

く

ぼ

た

り
ょ
う

（５）平成２４年４月１６日 関 東 森 林 管 理 局 第 ９７号

計
画
部
長

池
田

直
弥

い

け

だ

な

お

や

〈
略

歴
〉

出

身

東
京
都

昭
和
60
・
４

林
野
庁
入
庁

平
成
７
・
４

大
分
西
部
営
林
署
長

平
成
９
・
４

石
川
県
農
林
水
産
部
森
林
管

理
課
参
事

平
成
10
・
４

石
川
県
農
林
水
産
部
森
林
管

理
課
担
当
課
長

平
成
12
・
４

林
野
庁
指
導
部
計
画
課
課
長

補
佐

平
成
16
・
４

熊
本
県
林
務
水
産
部
森
林
整

備
課
長

平
成
19
・
４

林
野
庁
森
林
整
備
部
計
画
課

首
席
森
林
計
画
官

平
成
21
・
９

林
野
庁
森
林
整
備
部
整
備
課

造
林
間
伐
対
策
室
長

平
成
22
・
７

林
野
庁
森
林
整
備
部
研
究
・

保
全
課
技
術
開
発
推
進
室
長

平
成
24
・
４

関
東
森
林
管
理
局
計
画
部
長

幹
部
の
紹
介

４
月
１
日
付
け
（

）
は
前
職

関
東
森
林
管
理
局
課
長
等

▽
企
画
調
整
室
長

榎

裕
之

（
林
野
庁
国
有
林
野
部
経
営
企
画
課
地
域
森
林

計
画
調
整
官
）

▽
総
務
部
職
員
厚
生
課
長

小
野

功
吉

（
企
画
調
整
室
監
査
官)

▽
計
画
部
指
導
普
及
課
長

川
添

峰
夫

（
中
部
森
林
管
理
局
計
画
部
森
林
技
術
セ
ン
タ

ー
所
長
）

▽
森
林
整
備
部
森
林
放
射
性
物
質
汚
染
対
策

セ
ン
タ
ー
所
長

相
澤

肇

（
林
政
部
木
材
産
業
課
課
長
補
佐
（
調
整
班
担
当
）
）

森
林
管
理
署
長
等

▽
会
津
森
林
管
理
署
長

飯
塚

充
由

（
東
北
森
林
管
理
局
宮
城
北
部
森
林
管
理
署
長
）

▽
棚
倉
森
林
管
理
署
長

池
田

敏

（
北
海
道
森
林
管
理
局
檜
山
森
林
管
理
署
長
）

▽
中
越
森
林
管
理
署
長

北
村

昌
三

（
（
独
）
森
林
総
合
研
究
所
森
林
農
地
整
備
セ
ン

タ
ー
関
東
整
備
局
静
岡
水
源
林
整
備
事
務
所
長
）

▽
上
越
森
林
管
理
署
長

山
崎

政
美

（
四
国
森
林
管
理
局
愛
媛
森
林
管
理
署
長
）

▽
天
竜
森
林
管
理
署
長

佐
山

光
則

（
北
海
道
森
林
管
理
局
十
勝
西
部
森
林
管
理
署
長
）

▽
千
葉
森
林
管
理
事
務
所
長

見
上

敏
一

（
森
林
技
術
総
合
研
修
所
教
務
指
導
官
）

新
規
採
用
者
の
紹
介



人
と
自
然
の
優
し
さ
に
溢
れ
る
と
き
が

あ

ふ

わ
町
は
、
埼
玉
県
の
西
部
丘
陵
地
域
に
位

置
し
、
町
名
に
も
な
っ
て
い
る
清
流
「
都

幾
川
」
は
、
町
を
西
か
ら
東
に
貫
き
青
い

石
の
奇
岩
「
三
波
渓
谷
」
を
洗
い
な
が
ら

流
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
，
３
０
０
年

の
歴
史
を
誇
る
名
刹
「
慈
光
寺
」
は
、
鎌

倉
時
代
に
源
頼
朝
の
寄
進
を
受
け
て
栄
え

た
寺
で
す
。

授
業
で
は
、
「
植
物
の
光
合
成
と
二
酸

化
炭
素
・
酸
素
の
関
係
」
や
「
地
球
上
の

多
く
の
生
き
物
と
水
や
空
気
の
関
係
」
な

ど
を
理
科
で
学
び
ま
す
。
今
回
、
慈
光
寺

の
奥
に
広
が
る
国
有
林
で
開
催
さ
れ
た
埼

玉
森
林
管
理
事
務
所
に
よ
る
森
林
教
室
に

６
年
生
55
名
が
参
加
し
、
森
林
と
い
う
現

地
で
生
き
た
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
、
子

ど
も
た
ち
も
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
成
果

が
あ
り
ま
し
た
。

森
林
教
室
に
参
加
し
た
児
童
の
感
想
文

を
「
国
際
森
林
年
記
念

第
15
回
森
林
は

友
達
！
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
応
募
し
、

努
力
賞
を
受
賞
し
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

『
森
林
教
室
に
参
加
し
て

玉
川
小
・
６
年

栗
本

沙
羅

私
は
今
回
、
森
林
教
室
に
参
加
し
て
学

び
、
心
に
残
っ
た
思
い
出
を
二
つ
紹
介
し

ま
す
。

一
つ
め
は
、
竹
の
貯
金
箱
を
作
っ
た
こ

と
で
す
。
ま
ず
す
ご
く
分
厚
い
竹
を
切
り

ま
す
。
直
径
は
12
．
4
㌢
㍍
で
ビ
ッ
ク
リ

し
ま
し
た
。
切
る
の
に
３
分
ほ
ど
か
か
り
、

す
ご
く
手
が
痛
か
っ
た
で
す
。
次
に
お
金

を
入
れ
る
口
を
作
り
、
そ
れ
な
り
に
か
わ

い
く
て
よ
か
っ
た
で
す
。

二
つ
め
は
、
農
林
水
産
省
の
方
な
ど
か

ら
教
え
て
も
ら
っ
た
お
話
で
す
。

木
は
人
工
林
と
自
然
に
で
き
た
林
の
二

つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
人
工
林
を
作
る

理
由
は
、
私
た
ち
人
間
が
木
を
使
い
様
々

な
も
の
を
作
る
こ
と
で
林
が
狭
く
な
っ
た

り
、
木
が
減
っ
て
、
こ
の
地
球
の
自
然
が

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
人
工
林
を

作
っ
て
い
る
の
で
す
。

慈
光
寺
の
人
工
林
は
、
木
を
増
や
す
こ

と
だ
け
で
は
な
く
も
う
一
つ
役
割
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
土
砂
災
害
を
防
ぐ
こ
と

で
す
。
わ
ざ
と
急
な
崖
に
木
を
植
え
る
こ

と
で
、
土
砂
か
ら
人
を
守
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

（
中
略
）

私
は
、
こ
の
森
林
教
室
に
参
加
し
、
普

段
体
験
で
き
な
い
よ
う
な
体
験
が
で
き
て

す
ご
く
よ
か
っ
た
し
、
改
め
て
自
然
の
大

切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

体
験
を
活
か
し
て
何
か
に
役
立
て
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
』

ま
た
、
他
の
児
童
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

『
森
林
は
、
水
を
き
れ
い
に
し
て
く
れ

た
り
、
養
分
を
い
っ
ぱ
い
含
ん
で
い
た
り
、

新
し
い
酸
素
を
出
し
て
く
れ
た
り
等
、
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
私
た
ち
の
生
活
に
関

係
し
て
い
る
ん
だ
な
と
言
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

６
年

福
田

深
涼
』

『
丸
太
切
り
で
す
。
慣
れ
な
い
の
こ
ぎ

り
で
切
る
の
は
と
て
も
難
し
か
っ
た
で
す
。

切
っ
た
丸
太
は
、
ひ
も
を
通
し
て
ス
ト
ラ
ッ

プ
に
し
ま
し
た
。
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で

す
。

６
年

中
島

紗
英
』

教
室
か
ら
出
て
豊
か
な
森
へ
出
向
き
、

森
林
の
役
割
や
木
の
利
用
等
に
つ
い
て
体

験
を
通
し
て
学
習
し
て
き
ま
し
た
。
と
き

が
わ
町
の
小
中
学
校
の
校
舎
や
体
育
館
の

内
部
は
、
全
て
木
質
化
さ
れ
快
適
な
学
習

環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
産

業
と
し
て
も
木
材
を
使
っ
た
「
建
具
作
り
」

が
盛
ん
で
す
。
町
の
将
来
を
考
え
た
と
き
、

森
林
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
す
る
素
晴

ら
し
い
体
験
学
習
で
し
た
。

平成２４年４月１６日 関 東 森 林 管 理 局 第９７号（６）

森林のはなし

貯金箱作り

森

林

教

室

に

参

加

し

て

埼
玉
県
と
き
が
わ
町
立
玉
川
小
学
校

教
頭

奥
村
一
博

丸太切り体験



私が勤務している那須森林事務所は、栃木県の

北東部に位置し、那須塩原市と那須町に所在する

国有林約16,800㌶を管理しています。

管内には、日本百名山に数えられる茶臼岳（標

高1,915ｍ㍍）を中心とする那須連山があります。

中でも茶臼岳は今でも噴煙をあげる荒々しい景観

や山頂からの展望が人気で、山頂付近までロープ

ウェイが整備されていることなどから手軽に登山

を楽しめることが特徴です。

那須街道のアカマツ林

旧国道4号線から那須高原へつながる那須街道

の入口には、約２㌔㍍にわたり1万2千本ほどの天

然のアカマツ林がすばらしい景観をつくり出して

います。

このアカマツ林は、昭和22年までは旧宮内省帝

室林野局所管の御料林でした。戦後の食糧増産が

必要な時代には那須地域にあった旧御料林の多く

が開墾されましたが、本林は那須街道アカマツ林

の美しい風景を守るために開墾されず、その後、

国有林として管理されてきました。

林内には、ウッドチップ敷きの遊歩道が整備さ

れており、アカマツはもちろん、ユリ類、ラン類、

リンドウ類などの花を楽しみながら歩くことがで

き、多くの方に森林散策の場としても親しまれて

います。

松くい虫によるアカマツ林の被害対策

この那須街道のアカマツ林は、松くい虫による被害に

より、近年は毎年300本程度が枯れています。

この場所は準絶滅危惧種に指定されているオオタカを

はじめとする猛禽類の姿が見られ、これらの生息の場と

して重要となっていますが、松くい虫の被害等により、

巣を作るのに適したアカマツが減少してきています。

このため、春には地上からの薬剤散布や、冬には被害

を受けたアカマツの伐採処理によりマツクイ虫の駆除を

行うとともに、特に、営巣木周辺のアカマツには発病を

防ぐ薬剤を樹幹に注入するなど、被害対策に取り組んで

います。

この様に、アカマツ林の保護に取り組んでいますが、

被害を完全に食い止めることは非常に難しいと感じてい

ます。

この様な中、アカマツの植栽や保育作業などの、次代

を担うアカマツの保護活動を地元ボランティア等多くの

方々の協力を得て行っています。

今後とも、パトロールを強化し、被害の把握や調査等

に力を注ぐとともに、多くの方の協力を得ながら、この

すばらしいアカマツ林を後世に残せるよう、取り組んで

いきたいと思います。

春の訪れを待つ茶臼岳

アカマツの樹幹に薬剤を注入

那須街道アカマツ林

（７）平成２４年４月１６日 関 東 森 林 管 理 局 第９７号

アカマツの植栽に参加した子どもたち



グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ア
２
０
１
２

～
敷
島
公
園
ま
つ
り
共
催
～

毎
年
４
月
に
関
東
森
林
管
理
局
で
開
催
し
て
い
ま

す
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ア
に
つ
き
ま
し
て
は
、
庁
舎
の
耐

震
工
事
の
た
め
、
隣
の
敷
島
公
園
ま
つ
り
と
共
催
で

実
施
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

実

施

日

平
成
24
年
４
月
29
日
（
日
）

開
催
場
所

群
馬
県
前
橋
市
敷
島
町
66
番
地

群
馬
県
立

敷
島
公
園

詳
し
く
は
こ
ち
ら
を

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/koho/event/index.html#kyoku

森
林
放
射
性
物
質
汚
染
対
策
セ
ン
タ
ー
を
設
置

関
東
森
林
管
理
局
は
、
生
活
圏
に
接
す
る
国
有
林

野
の
除
染
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
平
成
24
年
度
か

ら
新
た
に
「
森
林
放
射
性
物
質
汚
染
対
策
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

所
在
地:

福
島
県
福
島
市
野
田
町
７-

10-

４

福
島
森
林
管
理
署
庁
舎
１
階

電
話
番
号:

０
２
４
（
５
３
６
）
６
５
５
６

Ｆ

Ａ

Ｘ:

０
２
４
（
５
３
６
）
６
５
５
７

伊豆半島のほぼ中央、伊豆市湯ヶ島温泉の2㌔㍍南に、

美しい女郎蜘蛛（妖怪）が棲むという「浄蓮の滝」が
じ ょ ろ う ぐ も

あります。水は轟音とともに高低差25㍍幅7㍍の滝を落

ち、深さ15㍍の滝壺を藍色に満たしながら、ワサビ田

に沿うように本谷川を下ります。

滝の傍らには、この地域と九州地方でのみ自生する

ハイコモチシダが群生し（浄蓮ハイコモチシダ植物群

落保護林、静岡県指定の天然記念物）、大きな緑葉が

滝を一層幽玄的に魅せています。

この秘境めいた滝も、明治末に歩道が整備されてか

ら多くの人が訪れ、1990年には「日本の滝100選」の一

つに選ばれるなど今日では伊豆の景勝の一つとなりま

した。川端康成の小説「伊豆の踊子」の道程を再現で

きる踊子歩道はこの滝を起点にしており、旧天城トン

ネルを経て河津七滝に至る約16㌔㍍の道のりは、四季

を問わず多くの観光客を楽しませています。

また最近では、その景観に加えジオサイトとしても

注目が集まっています。伊豆半島は60万年前に日本列

島に衝突、合体して以来、多くの火山活動を繰り返し

てきました。その痕跡を浄蓮の滝両脇にある岩盤から

見ることができるのです。玄武岩一面に並ぶ縦長の箱

状の突起は「柱状節理」と呼ばれ、鉢窪山噴火の際に

流出した溶岩流が急速に冷やされてできたものです。

つまり私たちは浄蓮の滝から1万7千年前の伊豆の火山

活動を思い浮かべることができるのです。

伊豆の名瀑に悠久の大自然を感じてみませんか。

・浄蓮の滝へは、修善寺駅から東海バス河津行きで35分

・駐車場奥の階段を200段下ったところにあります。

（伊豆森林管理署 広報広聴連絡官 福嶋 貢史）

平成２４年４月１６日 関 東 森 林 管 理 局 第９７号（８）
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浄蓮の滝


